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指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管課 
総務市民局安全・安心推進部 

安全・安心推進課 

評価対象期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

１ 指定概要 
 

施設概要 

名  称 北九州市立交通安全センター 
施設類型 目的・機能 

Ⅰ ― ⑤ 

所 在 地 小倉北区井堀五丁目１番１号 

設置目的 
交通安全に関する知識の普及及び交通安全思想の高揚を図るこ

と。 

利用料金制 

非利用料金制 ・一部利用料金制・完全利用料金制 

インセンティブ制 有・無 インセンティブ制 有・無 

指定管理者 

名  称 ＮＰＯ法人Ｉ－ＤＯ 

所 在 地 小倉北区浅野二丁目１４番２号 

指定管理業務の内容 

 

１ 交通安全センターの維持管理 

２ 交通安全センターに配置する自転車の貸出し等 

３ 自動車、自転車車庫の維持管理 

４ 施設内における警備、監視 

５ 施設内の展示物、備品等の管理 

６ 施設内における交通安全教室の開催 

７ 施設外（保育園、幼稚園、小学校等）における交通安全教室

の開催 

８ 施設の特色を生かした交通安全イベントの実施 

 

指定期間 平成３１年４月１日～令和７年３月３１日 

 

 

 

多段階評価 

様式１ 
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２ 評価結果 
 

評価項目及び評価のポイント 配点 
評価 

レベル 
得点 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み ５０  ４０ 

 （１）施設の設置目的の達成 

３５ ４ ２８ 

  ① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行

われたか。また、施設を最大限活用して、施設の設置目的に

沿った成果を得られているか（目標を達成できたか）。 

  ② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増

加や利便性を高めるための取組みがなされ、その効果があっ

たか。 

  ③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連

携が図られ、その効果が得られているか。 

  ④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、

その効果があったか。 

 ［所 見］ 

①各年度の事業は計画通り実施され、参加者や関係者等から高い評価を受けている。 

 

◇自転車運転免許講習会 

小学校高学年に多い自転車の交通事故に着目し、安全な自転車の乗り方や交通ルー

ル・自転車マナーについての講習会を実施。受講後、学科と実技の試験合格者に運転

免許証を交付するもので、小学生のうちから交通安全への関心を高め、社会ルールを

守る意識を育むことを目的としている。 

市や警察など各関係機関と連携し、主に小学校高学年を対象に実施した。 

 

  【自転車運転免許証交付者数】   （単位：人）          

Ⅲ期 

（更新前） 

Ⅳ期 

【参考】 

H30 
R元 R2 R3 R4 R5 

103 133 62 108 109 95 

＊     ・・・評価対象年度 

 

◇高齢者運転シミュレーター体験教室 

高齢者運転シミュレーターを体験することで、現在の身体機能や認知機能の状態を

確認できる。実際に運転する際の注意事項を確認してもらい、今後の安全運転の継続

や、場合によっては運転免許返納について考えるきっかけなどに役立ててもらうこと

を目的とする。 
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【高齢者運転シミュレーター体験教室参加者数】（単位：人）  

Ⅲ期 

（更新前） 

Ⅳ期 

 

H30 R元 R2 R3 R4 R5 

11 58 15 18 12 9 

＊     ・・・評価対象年度 

  

◇各種交通安全教室の開催 

  一般来園者や小学校等の団体に対して、正しい交通ルールや自転車の乗り方など

の指導を行う交通安全教室を開催した。 

  

 園内教室 

   〇幼稚園・保育所など幼児団体を対象としたもの 

    ・手品や交通安全クイズ、パネル教材を使用した楽しくわかりやすい交通安 

全講話 

    ・園内の道路で、横断歩道や信号に従いながらの歩行や自転車の安全運転の実

技指導 

   〇小学校や外国人技能実習生を対象としたもの 

・自転車事故の被害者となりやすい児童、または、自転車通学等を行う外国 

人技能実習生に対して、警察署と連携し自転車の運転技術の向上やルール 

マナーの習得について指導 

〇高齢者等の団体を対象としたもの 

    ・警察署と協働して、高齢ドライバー安全講習会を開催した。 

   〇スポーツクラブや放課後デイサービス等の団体を対象としたもの 

    ・地域での交通事故防止及び家庭内での交通安全教育の重要性について、各 

種団体に対し指導・啓発活動を行った。  

   〇各種イベントの開催 

    ・小学校の入学時期やクリスマスなど時節に応じてイベントを企画し、交通 

公園キャラクタ－「わたる君」の登場や交通安全映画を上映会するなど家族

で楽しめる交通安全教室を開催した。 

 

  園外教室 

   〇幼稚園・保育所・小学校低学年・特別支援学校を対象としたもの 

     ・模擬信号機と横断マットを使用し、正しい横断歩道の渡り方を指導 

・小学校では、道路への飛び出しの危険性を知ってもらう、車とダミー人形 

を使った衝撃実験を実施 

   〇小学校高学年の自転車教室 

・自転車安全利用五則に沿った交通ルールや自転車運転者としてのマナーを 

パネルやパワーポイントなどにより指導 

・校庭等に設置した模擬コースでの指導員による模擬走行やＤＶＤ上映等に 
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より自転車の安全運転指導を実施 

〇高齢者を対象としたもの 

    ・市民センターなどで、高齢者に対し歩行中の交通事故防止の啓発や出前高 

齢者運転シミュレーター体験教室を実施 

【交通安全教室の開催回数】 

区分 

Ⅲ期 

(更新前) 

Ⅳ期 

H30 R元 R2 R3 R4 R5 

目標（回） 520 560 560 560 560 560 

実

績 

園内教室（回) 402 372 132 210 391 378 

園外教室(回) 181 177 80 119 168 180 

計(回) 583 549 212 329 559 558 

達成率（％） 112.1 98.0 37.9 58.8 99.8 99.6 

＊     ・・・評価対象年度 

 

①入園者数は、各年度ともコロナ禍の影響により目標値を下回った。令和４年度以降は

増加しているが、コロナ禍前の水準には戻らなかった。しかし、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため緊急事態宣言の発令やそれに伴う臨時休園、休園期間などを考

慮すると、やむを得ない結果であると考える。 

入園者数は天候に左右されることが大きく、雨等で自転車自体の貸出しが出来ない

際の利用促進の取組みを実施する必要があるため、高齢者運転や各種交通安全のシミ

ュレーターを利用した体験教室が行われている。 

  また、利用者の増加を目的とした新たな取組みとして、幼児向けの自転車免許講習

会（きっずじてんしゃめんきょ）や電動キックボード（特定小型原動機付自転車）の

安全講習及び試乗会等、利用者のニーズや社会傾向に合わせた新規の交通教室やイベ

ントを始めた。 

 

【交通公園入園者数等】 

区分 

Ⅲ期 

（更新前） 

Ⅳ期 

H30 R元 R2 R3 R4 R5 

目標（人） 200,000 227,082 227,082 227,082 227,082 227,082 

実

績 

入園者（人) 231,433 221,740 125,501 119,694 165,621 189,176 

園外教室 

受講者(人) 
14,379 12,930 4,560 6,989 12,594 11,539 

計(人) 245,812 234,670 130,061 126,683 178,215 200,715 

達成率(%) 122.9 103.3 57.3 55.8 78.5 88.4 
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＊     ・・・評価対象年度 

 

【自転車の貸出し台数】 

区分 

Ⅲ期 

（更新前） 

Ⅳ期 

H30 R元 R2 R3 R4 R5 

目標 （台） 100,800 107,367 107,367 107,367 107,367 107,367 

実

績 

自転車貸出台

数（台） 
109,072 107,305 66,361 62,798 86,406 97,061 

(1日あたり) （359） （388） (256) (285) (292) (322) 

達成率(%) 108.2 99.9 61.8 58.5 80.5 90.4 

＊     ・・・ 評価対象年度 

 

【開園日数】荒天率：開園日のうち、降雨、積雪日数の割合 

区分 

Ⅲ期 

（更新前） 

Ⅳ期 

H30 R元 R2 R3 R4 R5 

荒天率(%) 22.7 19.2 22.0 18.6 18.6 26.6 

開園日数 304 276 259 220 296 301 

＊     ・・・ 評価対象年度 

 

③該当なし 

④広報活動については、｢市政だより｣への掲載をはじめ、毎月発行の｢交通公園だより｣

やＷＥＢブログ｢交通公園の１日｣、ＹｏｕＴｕｂｅやＩｎｓｔａｇｒａｍ配信、ホー

ムページの月別スケジュールカレンダーなどを活用し、積極的に情報提供をしてい

る。 
 

 （２）利用者の満足度 

１５ ４ １２ 

  ①  利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られ

ていると言えるか。 

  ②  利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがな

されたか。 

  ③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。 

  ④ 利用者への情報提供が十分になされたか。 

  ⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組

みがなされ、その効果があったか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 
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①利用者アンケートの結果（回答数３００名/年） 

｢指導員の対応｣では、非常に満足（５６．６%）、満足（４２．４%）を併せて９９・

０％、｢今後も利用したいか｣では、利用したいが９８・７％と非常に高い水準である。 

 

（アンケート結果 ； 指導員の対応について）  

区分 
Ⅲ期 

（更新前） 

Ⅳ期 

 H30 R元 R2 R3 R4 R5 5年間

の平均 

非常に満足 55.1% 54.3% 41.4% 64.7% 58.5% 63.9% 56.6% 

満足 44.9% 44.5% 57.7% 33.9% 40.9% 34.8% 42.4% 

不満 0% 1.2% 0.9% 1.4% 0.7% 1.4% 1.1% 

＊     ・・・ 評価対象年度 

 

（アンケート結果 ； 今後の利用について） 

区分 
Ⅲ期 

（更新前） 

Ⅳ期 

 H30 R元 R2 R3 R4 R5 5年間

の平均 

利用したい 98.3% 100% 98.6% 98.9% 98.5% 97.6% 98.7% 

どちらとも言え

ない 
1.7% 0% 1.4% 1.1% 1.1% 2.1% 1.1% 

利用したくない 0% 0% 0％ 0％ 0.4％ 0.4％ 0.2% 

＊     ・・・ 評価対象年度 

 

②③園内に｢ご意見箱｣を設置して市民からの意見や苦情を的確に把握し、サービス向上

に反映させている。 

④広報活動については、｢市政だより｣への掲載、毎月発行の｢交通公園だより｣及び交通

公園のホームページ、ＷＥＢブログ｢交通公園の１日｣、ＹｏｕＴｕｂｅやＩｎｓｔ

ａｇｒａｍ配信などにより情報発信を行っている。また、センター内には、各種教

室やイベントのチラシを設置している。 

⑤職員の指導力等の向上を図るため、福岡県主催の自転車安全教育指導者研修会や警 

察署主催の学童クラブ指導員交通安全研修会への参加、各種交通安全シミュレーター

等の定期的な指導者向け研修の実施、また、市の指定管理者研修会や建築物の日常点

検現地研修会へ参加するなど利用者サービスの維持・向上に努めている。 

 

２ 効率性の向上等に関する取組み ３０  １８ 

 （１）経費の低減等 
３０ ３ １８ 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に
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低減するための十分な取組みがなされ、その効果があったか。 

  ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理

者から再委託が行われた場合、それらが適切な水準で行われ、

経費が最小限となるよう工夫がなされたか。 

  ③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

 ①③パート職員を雇用するなどして、業務量に応じた柔軟な人員配置を行うことに 

より、人件費の低減を図る取組みをしている。 

②清掃・警備・設備保守業務では、類似業務の一括発注などにより経費削減に努め、

適切な水準で実施されている。 

 

指定管理業務の収支                    （単位：千円（※除く）） 

区分 
Ⅲ期 

（更新前） 

Ⅳ期 

年度 H30 R元 R2 R3 R4 R5 

収入（指定管理料） 27,573 27,767 27,881 27,881 27,881 27,881 

支出（事業費） 27,113 26,951 26,919 25,928 27,841 26,740 

  

事業費のうち人件

費 
20,543 20,532 21,095 19,907 21,920 21,016 

事業費のうち委託

料 
1,599 1,577 1,488 1,539 1,409 1,388 

光熱水費 1,177 1,008 896  829  784 714 

その他事業費 3,794 3,834 3,440 3,653 3,728 3,622 

※入園者 1 人当た

りの実質事業費 
117円 122円 215円 217円 156円 133円 

   収支（繰越） 460 816 961 1,953 41 1,142 

＊       ・・・ 評価対象年度 

 

 （２）収入の増加 

― ― ―   ① 収入を増加するための具体的な取組みがなされ、その効果

があったか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

該当なし 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み ２０  １６ 

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

１０ ４ ８ 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合

理的であったか。 

  ② 職員の資質・能力向上を図る取組みがなされたか（管理コ

ストの水準、研修内容など）。 
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  ③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］  

①来園者の多い土・日・祝日には園内の人員を多く配置し、来園者の少ない平日には園

外で交通安全教室を行い、効率的な人員配置となるような運営に努めている。 

 土・日・祝日で特に来園者が多い場合は、総員で自転車の乗り方指導や見回りを行う

など、柔軟な対応をしている。 

②職員の指導力等の向上を図るため、福岡県主催の自転車安全教育指導者研修会や警察

署主催の学童クラブ指導員交通安全研修会への参加、各種交通安全シミュレーター

等の定期的な指導者向け研修の実施、また、市の指定管理者研修会や建築物の日常

点検現地研修会へ参加するなど利用者サービスの維持・向上に努めている。 

③ 交通安全の要である警察と密接に連携し、市民の興味を惹くようなイベントや交通

安全教室を行った。 

多くの保育園、幼稚園、小学校に赴き協働して児童に必要な内容の交通安全教室を

行った。 

市民センター等で行われる地域住民による高齢者の交通安全促進活動に積極的に参

加し、歩行中の事故防止や高齢ドライバーによる安全運転の指導を行った。 

  

 （２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

１０ ３ ６ 

  ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実

施されているか。 

  ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用でき

るよう配慮されていたか。 

  ③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適

切に行われていたか。 

  ④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適

切な点はないか。 

  ⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていた

か。 

  ⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。 

  ⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

① 利用申込書等から得た個人情報は、施錠可能なキャビネット等に確実に収納し、原

則として事務室からの持ち出しを禁止している。 

②申込みの受付は先着順とし、平等な利用に配慮している。 

③該当なし 

④収支内容を確認したところ、不必要な支出等不適切な点は認められない。 

⑤園内の施設・設備等について、毎日、目視等による安全点検を実施し、園内の事故防

止に努めている。また、新型コロナウイルス感染防止対策として、自転車や遊具、施

設の消毒や来園者への感染防止の呼びかけなどを十分に行った。 

⑥事務室に緊急連絡先を掲示し、緊急時の対応を職員に徹底している。 
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⑦子どもが怪我をした場合や災害などが発生した場合のマニュアルを作成し、職員に周

知させている。 

 

【総合評価】 

合計得点 ７２ 評価ランク Ｂ 

［評価の理由］ 

１市民の交通安全に関する知識の向上を目指し、警察とも連携し必要とされる交通安全教

室や自転車の乗り方指導などを行った。また、交通安全思想の高揚を図り、家族で楽し

く学べるイベント等を創意工夫して行うなど、施設の設置目的を理解した効果的な活動

がなされた。 

２交通安全教育の受講者は、幼児、小、中学生、高校生、大学生、社会人、高齢者、外国人

等の多岐にわたる。教育の内容も、歩行者、自転車、自動車等の交通ルール等多彩である

が、それぞれの受講者が必要とする指導や講習を実技や模擬体験により実施している。 

３特に自転車においては、初めて乗る幼児や大人、乗れるようになった子供、通学する学

生など段階に応じたきめ細やかな講習を行っている。 

４利用者の増加を目的として、利用者のニーズや社会傾向に合わせた新規の取り組みを始

めた。 

５広報活動については、ホームページや市政広報の活用やＹｏｕＴｕｂｅやＩｎｓｔａｇ

ｒａｍによる情報発信により、施設の利用増に努めた。 

６利用者アンケートでは、指導員の対応、自転車の手入れの安全性、今後の利用について

の全てに高評価を得ている。 

 

 

［北九州市指定管理の評価に関する検討会議における意見］ 

適正に評価されている。 

高齢運転者の事故が問題視されているので、子ども中心ではなく高齢者も対象とする 

よう目標設定などの見直しを検討いただきたい。 

 

 

【評価レベル】 

評価 

レベル 
乗 率  評価レベルの考え方 

５ １００％ 良 い 要求水準を大幅に上回り、特に優れた管理運営がなされている 

４ ８０％  要求水準を上回り、優れた管理運営がなされている 

３ ６０％ 普 通 要求水準を満たしており、適正に管理運営がなされている 

２ ４０％  要求水準を下回る管理運営がなされている 

１ ２０％  要求水準を大幅に下回る管理運営がなされている 

０ ０％ 適切でない 不適切な管理運営がなされている 

 

【総合評価】 
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Ａ：総合評価の結果、優れていると認められる 

 （合計得点が８０点以上） 

Ｂ：総合評価の結果、やや優れていると認められる 

 （合計得点が７０点以上８０点未満） 

Ｃ：総合評価の結果、適正であると認められる 

 （合計得点が６０点以上７０点未満） 

Ｄ：総合評価の結果、努力が必要であると認められる 

 （合計得点が５０点以上６０点未満） 

    Ｅ：総合評価の結果、かなりの努力が必要であると認められる 

      （合計得点が５０点未満） 


